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公共イメージ委員会
公共イメージ委員会 委員長　須田 礼子（本庄RC）

2026–2027年度　国際ロータリー　メッセージ
持続可能なインパクトを生み出そう

【基本方針】
　2026–2027年度国際ロータリーのメッセージ『持続可能なインパクト
を生み出そう』のもと、第2570地区全体が一体となり、継続的な公共イメージ向上を図ります。
　インパクトは、継続によって価値となります。各クラブの奉仕活動、会員一人ひとりの行動の積み
重ねが、ロータリーの公共イメージを形成します。
　昨年度はクラブ同士をつなぐ“パイプづくり”を目的にメークアップ等を通じた交流を試みました。
その成果と課題を踏まえ、今年度はアプローチを一段整理し、まずは地区委員会活動の可視化と共有
を強化することを重点施策とします。
　公共イメージ委員会は主体的に前に出るのではなく、各委員会・各クラブの活動を効果的に発信す
るための「支援型ハブ」として機能します。
　地区内の情報を循環させ、委員会同士・クラブ同士の連動を促進することで、地区全体として持続
可能なインパクトを創出してまいります。

【活動計画】
1. 地区委員会活動の可視化を目指し、各委員会と連携しながら発信の可能性を探ります。
2. 地区内外に向けて活動の価値と成果を統一感をもってわかりやすく伝えます。
3.. 既存媒体を効果的に循環する仕組みを構築します。


